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子
供
の
成
長
を
祝
う
 
1
1月
1
0日
 

七
五
三
詣
り
 

八
幡
宮
に
て
 



太宰小説作文コンクーJレ 
太宰会（会長＝木下巽）主催による第 

2回太宰小説作文コンクールの表彰式
が産業文化まつり 2 日目の11月 3日、 
中央公民館で行われました。 

太宰治の郷土である金木の町づくり
に一役買おうと、昨年に引き続き、町内
の小・中・高校生を対象に太宰の小説や
金木町についての作文を募集していた
もので、79点の作文が寄せられました。 

審査の結果、最優秀賞は、金木高校 3 
年の今純子さんの作文が選ばれました。 

優秀賞は次の通り。 
吉村友希（金木高 3年）、白川明香（金木
中3年）、須崎靖子（金木南中 2年）、相
馬由佳（金木小 6年）、田中珠季（嘉瀬小 
6年）、奈良享平（喜良市小 5年） 

・HIHIH川―川 広報かなぎ ② 

秋
を
飾

る
 

9
6金
木
町
産
業
文
化
ま
つ
り
 

、
 

秋
の
収
穫
を
飾
り
、
文
化
の
秋

を
親
し
む
「
栃
金
木
町
産
業
文
化

ま
つ
り
」
が
十

一
月
二
日
か
ら
四

日
ま
で
e
三
日
間
、
中
央
公
民
館

と
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
 

ー
を
会
場
に
行
わ
れ
、
訪
れ
た
町

民
は
、
作
品
展
示
や
芸
能
発
表
な

ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み

ま
し
た
。
 

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
、
文

化
ま
つ
り
の
部
で
は
、
津
軽
凧
、
 

朝
日
書
道
、
書
道
教
室
、
陶
芸
教

室
の
作
品
展
示
を
は
じ
め
、
田
中

正
子
文
化
講
演
会
や
「
さ
か
え
里

美
歌
謡
シ
ョ

ー
」
な
ど
の
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
 
 ー

で
行
わ
れ
た
産
業
ま
つ
り
の
部

で
は
、
農
林
物
産
品
評
会
出
品
展

示
や
北
五
歯
科
医
師
会
に
よ
る
無

料
・
歯
の
健
康
診
断
室
の
他
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
大
人
気
の
ミ
ニ

四
輪
駆
動
車
（
お
も
ち
ゃ
）
の
レ
 

ー
ス
で
は
、
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 



刊
《
可
‘ー
、
，
 

'
 

プ

γ
 

小
学
校
四
年
男
子
 

優
 
勝
 
工
藤
幸
次
郎
（
金
小
）
 

小
学
校
四
年
女
子
 

優
 
勝
 
沢
田
夏
美

（
嘉小
）
 

小
学
校
五
年
男
子
 

優
 
勝
 
今
 
正
太
（
嘉
小
）
 

小
学
校
五
年
女
子
 

優
 
勝
 
原
田
 
歩
（
嘉
小
）
 

小
学
校
六
年
男
子
 

優
 
勝
 
倉
橋
潤
一
 
（
金小
）
 

小
学
校
六
年
女
子
 

優
 
勝
 
山
中
美
香
子

（
嘉
小
）
 

中
学
校
男
子
 

優
 
勝
 
川
口
哲
人

（
金
中）
 

中
学
校
女
子
 

優
 
勝
 
下
田
絵
梨
奈

（
金
中
）
 

一
般
男
子
 

優
 
勝
 
貴
田
英
仁
 

一
般
女
子
 

優
 
勝
 
山
中
通
子
 

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
部
 

勝
 
モ
ッ
キ
リ
ソ
バ
 

優 

(
 

一
 

九
月
二
十
九
日
と
十
月
十
日
の
 
小
学
校
五
年
一
〇

O
M
 

二
日
に
わ
た
り
、
金
木
中
学
校
や
 
優
 

勝
 
棟
方
裕
也
（
嘉
小
）
 

運
動
公
園
を
主
会
場
に
、
第
十
八
 
小
学
校
六
年
一
〇
O
M
 

回
金
木
町
総
合
体
育
大
会
が
行
わ
 

優
 
勝
 
木
村
陽
仁
（
金
小
）
 

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
老
若
男
 
小
学

校
共
通
ニ
O
〇
M
 

女
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

優
 
勝
 
川
嶋
康
弘

（
金小
）
 

九
月
二
十
九
日
は
、
陸
上
競
技
 
小
学
校
共
通

一
、五
〇
〇

M
 
 

中
学
校
ニ
年
一
〇
〇

M
 

小
学
校
共
通
ハ
O
〇

M
 

優
 
勝
 
白
石
卓
也
（
金
中
）
 
優
 

勝
 
飯
塚
 
緑
（
嘉
小
）
 

中
学
校
三
年
一
〇
〇

M
 

小
学
校
共
通
走
幅
跳
 

優
 
勝
 
宮
崎
秀
人

（南
中
）
 
優
 
勝
 
浅

利
麻
衣
（
川
小
）
 

中
学
校
共
通

一
、五
〇
〇

M
 

小
学
校
共
通
ボ
ー
ル
投
げ
 

優
 
勝
 
木
村
 
公
哉

（
金
中
）
 
優
 
勝
 
白
川
 
舞
（
川
小
）
 

中
学
校
共
通
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
R
 

学
校
別
四
〇
〇

R
 

優
 
勝
 
金
木
中
学
校
（
大
会
新
）
 
優
 
勝
 
金
木
小
学
校

A
 

高
校
二
般

一
、五
O
〇

M
 

中
学
校
一
年
一
〇
〇

M
 

優
 
勝
 
棟
方
美
暢

（
嘉
瀬）
 
優
 

勝
 
泉
谷
好
乃
（
金
中
）
 

第18回 

金木町総合体育大会 

の
み
、
十
月
十
日
は
、
卓
球
、
ソ
 
優
 
勝
 
奈
良

享
平
（
喜
良
小
）
 
女
 

子
 

中
学
校
ニ
年

一
〇
〇
M
 

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
 
小
学
校
共
通
走
幅
跳
 

小
学
校
四
年
一
〇
〇

M
 

優
 
勝
 
木
村
陽
子
（
南
中
）
 

テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
を
 
優
 

勝
 
工
藤
 
卓

（
金小
）
 
優
 

勝
 
佐
藤
香
織

（
金小
）
 
中
学
校
三
年

一
〇
〇
M
 

消
化
し
ま
し
た
。
 

小
学
校
共
通
ボ
ー
ル
投
げ
 

小
学
校
五
年
一
〇
〇

M
 

優
 
勝
 
今
沙
由
季
 

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
。
 

優
 
勝
 
前
田
和
志
（
金
小
）
 
優
 

勝
 
新
岡
伸
子
（
金
小
）
 
中
学
校
共
通
八
〇
〇

M
 

陸
上
の
部
 

学
校
別
四
〇
〇

R
 

小
学
校
六
年
一
〇
〇

M
 

優
 
勝
 
徳
田
真
澄
（
金
中
）
 

男
 
子
 

優
 
勝
 
金
木
小
学
校

A
 

優
 
勝
 
長
内
美
粧
子
（
金
小
）
中
学
校
共
通
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

R
 

小
学
校
四
年
一
〇
〇

M
 

中
学
校
一
年
一
〇
〇

M
 

小
学
校
共
通
ニ
〇
〇

M
 

優
 
勝
 
金
木
中
学
校
 

優
 
勝
 
竹
内
克
明
（
金
小
）
 
優
 
勝
 
工

藤
浩

一
 
（
金中
）
 
優
 

勝
 
松
橋
知
美
（
金
小
）
 
卓

球
の
部
 
 

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の

部
 

優
 
勝
 
金
木
 

テ
ニ
ス
（
ダ
ブ
ル
ス
）
の
部
 

優
 
勝
 
斉
藤
・
津
田
ペ
ア
 

バ
レ

ー
ボ

ー
ル
の
部
 

中
学
生
 

優
 
勝
 
川
浪
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
 

ー
 
般
 

優
 
勝
 
過
ぎ
去
っ
た
青
春
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ト職 業 航空自衛隊 

1等空尉 

ト氏 名 角 田 厚彦 

ト年 齢 28歳 

ト出身地 金木栄町 

ト
約
三
百
人
の
町
民
が
集
ま
っ
た
 

金
木
町
商
工
会
青
年
部
（
部
長

廿
白
川
隆
行
）
が
十
月
十
八
日
、
 

県
警
音
楽
隊

（
隊長
H
天
間
隆
楽
）
 

を
招
い
て
、
第
五
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
 

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。
 

県
警
の
全
国
地
域
安
全
運
動
の

一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
会

場
と
な
っ
た
中
央
公
民
館
に
は
、
 

約
三
百
人
の
町
民
が
集
ま
り
、
美

し
い
音
楽
で
秋
の
夜
長
を
楽
し
み

ま
し
た
。
 

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
中
村
八
大
の

ヒ
ッ
ト
メ
ド
レ
ー
「
帰
ろ
か
な
」
 

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」
 
「幼

な
じ
み
」
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
 

や
お
な
じ
み
の
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
な

ど
全
十
二
曲
を

一
時
間
に
わ
た
っ

て
演
奏
。
ま
た
、
同
隊
の
カ
ラ

ー
 

ガ
ー
ド
隊
も
演
奏
に
合
わ
せ
て
旗

演
技
を
披
露
し
、
集
ま
っ
た
町
民

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
 

秋
の
夜
長
を
生
演
奏
で
楽
し
む
 

～ーー ー~17~ 

卸I 域 安 全 」‘ド ~り］ 

第 5l旦~企木町フ／ミリ コンサ ト 母
と子
の
 

ふ
れあ
いセ
ミ
ナー

 

J
り
 

、
．
 る
 

み
 

▲お母さんの苦労が身にし 

い
 

金
木
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
十
一

月
一
日
、
平
成
八
年
度
母
と
子
の

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
、
 

金
木
南
中
学
校
三
年
生
の
女
子
生

徒
三
十
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
れ
か
ら

母
と
な
る
女
子
生
徒
に
生
後
四
カ

月
か
ら

一
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の

母
親
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
ゃ
命
の
大
切
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た

も
の
。
 

初
め
に
、
生
徒
を
代
表
し
て
斉

藤
歩
美
さ
ん
が

「
今
日
は
貴
重
な
 

体
験
を
通
し
て
何
か

ー
つ
で
も
学

び
た
い
」
と
挨
拶
。
早
速
、
生
徒

達
は
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
り
、
 

オ
ム
ッ
交
換
に
挑
戦
し
た
も
の
の
、
 

突
然
泣
き
だ
す
赤
ち
ゃ
ん
に
四
苦

八
苦
。
お
母
さ
ん
に
「
夜
泣
き
は

し
ま
す
か
」
と
質
問
す
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
 

の
相
馬
ふ
さ
裏
さ
ん
が
 
「命
の
大

切
さ
」
と
題
し
て
講
演
。
 

引
き
続
き
、
離
乳
食
の
試
食
を

す
る
な
ど
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
 

金
木
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
 

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
後
ー
ケ

月
余
り
と
な
り
、
何
か
と
忙
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
 

私
は
、
現
在
、
航
空
自
衛
官
と

し
て
東
京
、
六
本
木
に
あ
り
ま
す

総
合
幕
僚
会
議
事
務
局
に
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
防

衛
庁
長
官
に
対
し
て
国
内
外
の
防

衛
及
び
災
害
情
報
等
を
迅
速
、
確

実
に
提
供
す
る
た
め
に
必
要
不
可

欠
な
専
用
通
信
系
の
保
守
、
整
備

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

昨
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
を
見

て
も
お
分
か
り
の
通
り
、
迅
速
な

情
報
伝
達
及
び
正
確
な
情
報
の
把

握
が
非
常
に
大
切
で
あ
り
、
そ
の

た
め
現
在
防
衛
庁
を
先
頭
に
三
自

衛
隊
が
共
同
で
、
よ
り
一
層
の
強
 
 化

を
進
め
て
い
ま
す
の
で
今
後
と

も
御
理
解
の
程
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

私
は
、
ま
だ
入
隊
し
て
六
年
余

り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
北

海
道
（
根
室
）
、新
潟
（
佐
渡
）
、
 

静
岡
（
浜
松
）
と
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。
ど
の
場
所
に
住
ん
で
い
て

も
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
金
木
町
の

桜
ま
つ
り
や
ス
ト
ー
ブ
列
車
等
の

話
題
を
目
に
す
る
た
び
に
、
と
て

も
懐
か
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
ま

す
。
ま
た
、
毎
月
の
広
報
か
な
ぎ

は
、
金
木
町
出
身
者
の
心
の
掛
け

橋
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
今
後
と
も
引
き
続
き
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
 

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
津
軽
の
厳

し
い
冬
が
到
来
し
ま
す
が
町
民
の

皆
さ
ん
お
体
を
大
切
に
。
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町
民
テ
ニ
ス
大
会
 

第

一
回
金
木
町
民
テ
ニ
ス
大
会
 

（
硬
式
）
が十
月
二
十
七
日
、
同
 

ト
多
彩
な
シ
ョッ
ト
で
相
手
を
ほ
んろ
う
 

町
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開

か
れ
、
参
加
者
は
金
木
町
長
杯
、
 

教
育
長
杯
を
目
指
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。
 

金
木
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

（
会
長
【
 

工
藤
文
久
）
と
同
町
体
育
協
会
が

主
催
し
た
こ
の
大
会
は
、
テ
ニ
ス

の
技
術
向
上
と
仲
間
と
の
親
睦
を

深
め
よ
う
と
町
民
や
町
に
ゆ
か
り

あ
る
十
七
組
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
 

開
会
式
で
は
、

工
藤
会
長
が
 

「金
木
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
も
今
年
で

十
三
年
を
迎
え
、
は
じ
め
て
開
か

れ
る
こ
の
町
民
大
会
が
歴
史
に
残

る
大
会
に
で
き
れ
ば

…
」
と
挨
拶
。
 

こ
の
後
、
田
中
町
長
が
 
「ケ
ガ

の
な
い
よ
う
に
ベ
ス
ト
を
つ
く
し
 

て
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

試
合
は
、
各
種
目
と
も
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
、
六
ゲ

ー
ム
マ
ッ

チ
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
こ
れ
ま

で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し

た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
。
 

男
 
子
 

優
勝
 
工
藤
文
久

・
夏
坂
泰
寛

二
位
 
千
葉
哲
也
・
鈴
木
秀
格

三
位
 
阿
部
陽
一

・
伊
藤
1
二
」
1
 

ク
 

坂
田
 
喬
・
浅
利
勝
博

女
 
子
 

優
勝
 
太
田
寿
子
・
吉
崎
ゆ
う
こ

二
位
 
鈴
木
昭
子
・
野
村
し
の
ぶ

三
位
 
中
谷
す
み
子
・
秋
元
文
子

ク
 

竹
内
麻
矢
子
・
対
馬
淳
子
 

公
 

の
 

生
 

年
 

一
 
一
 

▲
 

、

、
」
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川
倉
小

で
 

公
開
研
究
発
表
会
 

日
本
赤
十
字
社
県
支
部
か
ら
平

成
六
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
り
、
 

県
青
少
年
赤
十
字
活
動
の
指
定
を

受
け
て
い
る
川
倉
小
学
校
（
校
長
 

n
天
内
銭
雄
）
が
同
小
学
校
で
十

月
二
十
五
日
、
公
開
研
究
発
表
会

を
開
き
、
児
童
は
こ
れ
ま
で
の
実

践
研
究
の
発
表
を
し
ま
し
た
。
 

公
開
発
表
会
に
は
、
赤
十
字
活

動
を
実
践
し
て
い
る
県
内
の
小
・

中
学
校
教
諭
や
関
係
者
な
ど
約
一
一

百
人
が
参
加
。
 

初
め
に
一
年
生
か
ら
六
年
生
が
 
 公

開
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

後
、
会
場
を
体
育
館
に
移
し
た
開

会
式
で
は
、
田
中
町
長
が

「
人道

愛
の
基
本
は
教
育
。
今
後
も
次
代

を
担
う
子
供
達
の
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
四
年
生
以
上
が
こ

れ
ま
で
の
実
践
活
動
研
究
を
発
表
。
 

午
後
か
ら
全
体
研
究
協
議
会
が
行

わ
れ
各
地
域
で
の
赤
十
字
活
動
に

つ
い
て
の
成
果
や
問
題
点
な
ど
話

し
合
い
ま
し
た
。
 

新
鮮
な
素
材
や
料
理

の
残
り
を
凍
ら
せ
て
ス

ト
ッ
ク
す
る
ホ
ー
ム
フ

リ
ー
ジ
ン
グ
。
お
宅
で

は
上
手
に
活
用
し
て
い

ま
す
か
？
 

肉
や
魚
は
冷
蔵
庫
の

冷
蔵
室
に
入
れ
た
ま
ま

だ
と
味
が
落
ち
、
雑
菌
も
繁

【
 

殖
し
ま
す
。
す
ぐ
に
食
べ
な
，
 

い
も
の
は
、
そ
の
日
の
う
ち

に
フ
リ
ー
ザ

ー
へ
。
し
よ
う

ゆ
や
み
そ
ダ
レ
に
漬
け
る
な

ど
、
下
味
を
加
え
て
か
ら
冷

凍
す
れ
ば
、
味
も
落
ち
に
く

く
保
存
力
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
 

料
理
す
る
と
き
に
は
、
な
る

べ
く
常
温
で
解
凍
す
る
の
が

基
本
で
す
。
 

痛
み
や
す
い
鶏
肉
や
ひ
き

肉
な
ど
は
、
加
熱
調
理
し
て

か
ら
凍
ら
せ
る
の
が
コ
ツ
。
 

電
子
レ
ン
ジ
で
解
凍
・
加
熱
す
れ
ば

す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
の
で
重
宝
し
ま

す
。
酸
化
し
や
す
い
野
菜
類
は
、
生

し
い
た
け
、
ピ

ー
マ
ン
な
ど
生
の
ま

ま
冷
凍
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
 

ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
事
前
の
加
熱が

必
要
で
す
。
葉
菜
類
は
解
凍
時
に
も

う
一
度
加
熱
す
る
こ
と
を
考
え
て
固

さ
が
残
る
程
度
に
ゆ
で
て
、
水
気
を

切
っ
て
冷
凍
し
ま
す
。
シ
ョ
ウ
ガ
、
 

ニ
ン
ニ
ク
、ワ
サ
ビ
、ト
ロ
ロ
イ
モ
な
 
 ど

は
、
擦
り
お
ろ
し
て
か
ら
一
回分

ず
つ
小
分
け
し
て
凍
ら
せ
、
使
う
と

き
は
常
温
で
解
凍
す
る
と
便
利
で
す
。
 

秘
訣
は
な
ん
と
い
っ
て
も
急
速
冷

凍
。
ゆ
っ
く
り
凍
ら
せ
る
と
細
胞
が

壊
れ
、
食
品
の
お
い
し
さ
が
逃
げ
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。
早
く
冷
凍
す
る

に
は
、
熱
伝
導
の
よ
い
ア
ル
、I
Iの
ト
 

・

ー
 
レ
ー
が
便
利
。
汁
気
の
あ
る
 

鈴
」
認
猿賜
郵
督
 

」
かh
 
汁
気
の
な
い
も
の
は
ト
レ

ー
 

J
 
に
ラ
ッ
プ
を
敷
い
て
食
品
を

な
 
で
き

る
だ
け
平
ら
に
の
せ
、
 

六
）
凍
っ

て
か
ら
冷
凍
用
パ
ッ
ク

が
 

に
入
れ
て
保
存
し
ま
す
o
 

逃
 

中
に
空
気
が
残
っ
て
い
る

を
 

と
食
品
に
霜
が
つ
き
や
す
く

さ
 

な
る
の
で
、
パ
ッ
ク
内
の
空

ル
 

気
を
抜
い
て
、
真
空
に
近
い

？
パ
 
状
態
で閉
じ
ま
す
。
生
物
の
 

．‘
 
保
存
は
二
週
間
が
目
安
で
す

が
、
調
理
し
て
あ
れ
ば
ー
か
月
は
大

丈
夫
。
フ
リ
ー
ザ
ー
を
整
理
し
な
が

ら
、
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
 



お
ら
ほ
の
仲
間
っ
こ
麟
麟
麟
一
 

ー

金
木
町
商
工
会
青
年
部

ー
 

も凡喝準。メり31cゃJ 

▲今年の夏まつりでみこし運行の前にパチリ 

我
々
、
金
木
町
商
工
会
青

年
部
は
昨
年
三
十
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
も

ひ
と
え
に
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
諸
先
輩
の
ご
指
導
の

戚
ど

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
 

現
在
、
部
員
数
五
十
二
名

を
数
え
、
主
な
活
動
と
し
て

は
、
桜
祭
り
の
駐
車
場
管
理

並
び
に
会
場
、
ゴ
ザ
の
貸
出

し
、
夏
祭
り
で
は
み
こ
し
運

行
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ

ー
 

ト
、
ど
か
ま
け
協
賛
の
物
産
 

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん
 

年
金
を
 

受
け
て
い
る
方
が
 

亡
く
な
っ
た
と
き
 

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く

な
っ
た
と
き
、
遺
族
の
方
は
「
年

金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

年
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
の
 

は
、
死
亡
し
た
月
の
分
ま
で
で
す
。
 

年
金
は
年
六
回
、
ニ
カ
月
毎
に
自

動
的
に
受
給
者
の
口
座
に
振
り
込

ま
れ
た
り
、
郵
便
局
に
送
金
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
死

亡
届
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金

を
多
く
受
け
取
り
過
ぎ
て
、
後
で

返
済
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

亡
く
な
っ
た
方
が
受
け
取
れ
る

は
ず
で
あ
っ
た
年
金
が
残
っ
て
い

る
場
合
は
、
遺
族
が
請
求
す
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
。
請
求
で
き
る
の

は
、
①
配
偶
者
②
子
③
父
母
④
孫

⑤
祖
父
母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
で
、
 

順
位
も
こ
の
と
お
り
で
す
。
た
だ

し
、
年
金
を
受
け
て
い
た
方
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
た
方
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
の
で
、
そ
の
こ

と
を
証
明
で
き
る
書
類
と
戸
籍
謄

本
を
添
え
て
、
 
「未
支
給
年
金

・

保
険
給
付
請
求
書
」
を
市
町
村
の

役
場
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・皿蒸し中華風ハンバーグ

材 料（ 4 人分） 

牛ひき肉（赤身） 	24og 
―食パン 	40' 

⑧金キムミルク 架尋ジ1/5 
こしょう 	適宜 
ー中華風調味料 適宜 

玉ねぎ 	 1/2個 
ピーナッツ 	2og 
しめじ 	 1パック 
チンゲン菜 	2株 

ーしょう油 	大サジ 2 

⑧藤霧ターノース炎移 l 
蒸し汁（水） 	80戒 

ー中華風調味料 適宜 

作り方 

①食パンは少量の水に浸し、水気をしぼって小さくちぎる。玉ね 
ぎは粗く刻む。ピーナッツは塩だしをして同様にする。 

②ひき肉・①・④をよく混ぜ合わせる。 
③蒸し皿に②をのせ、形を整える。小株にしたしめじを添えて蒸 

す。 
＠遍）にゆでたチンゲン菜を添え、⑧でソースを作り、かける。 

今回はスキムミルクを使った料理。 
低ェネルギー、低脂肪、高タンパク
質、抗酸化酵素の働きを高めるビタ
ミンB2が豊富。骨粗霧症等成人病、 
太り過ぎを心配している中高年者に
は特に適しています。 

食生活改善推進員 

斉 藤 テルエ 

240 g 
40 g 
40 g 
小サジ1/5 
適宜 
適宜 
1/2個 
20 g 
1パック 
2株 
大サジ 2 

ス大サジ1 
大サジ1 
80mg 
適宜 

展
、
家
族
新
年
会
、
毎
週
水
曜
日

体
育
館
で
の
体
力
増
進
の
集
い
等

々
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
 

商
工
会
青
年
部
は
と
も
す
れ
ば

孤
に
な
り
が
ち
な
我
々
の
臆
職
を

広
く
深
く
聞
い
て
く
れ
る
研
鎖
の

場
で
も
あ
り
ま
す
。
 

様
々
な
業
種
の
部
員
と
の
ふ
れ

あ
い
の
中
で
、
世
事
に
敏
感
に
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
“
生

の
声
）
を
聞
き
、
自
ら
の
蒙
を
開

き
“
Aフ
を

知
る
絶
好
の
機
会
で
 
 あ

り
ま
す
。
 

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
何
か
と

暗
い
話
題
の
多
い
昨
今
で
は
あ
り

ま
す
が
、
我
々
青
年
部
の
え
い
ち

と
若
さ
を
集
結
さ
せ
、
二
十
一
世

紀
の
金
木
町
の
可
能
性
を
追
求
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

聖
書
に
日
く
 

「求
め
よ
ー
 

さ
ら
ば
与
え
ら
れ
ん
」
 

I III 川川lI'll 広報かなぎ ⑥ 
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十
月
十
四
日
付
け
で
黒
石
病
院

内
科
か
ら
当
院
内
科
へ
赴
任
し
ま

し
た
。
出
身
地
は
南
津
軽
郡
平
賀

町
で
す
。
消
化
器
疾
患
を
主
と
し

て
研
錯
し
て
き
ま
し
た
。
当
地
は

初
め
て
で
す
が
、
地
吹
雪
に
飛
ば

さ
れ
な
い
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

さ
て
今
回
は
、
腹
痛
に
つ
い
て

述
べ
て
み
ま
す
。
 

腹
痛
は
消
化
器
疾
患
の
症
候
で

は
最
も
多
く
訴
え
ら
れ
る
症
状
で

体
内
の
異
常
を
感
じ
た
生
体
か
ら

の
警
告
で
す
。
腹
痛
は
胸
部
疾
患

や
代
謝
異
常
、
ま
た
心
因
性
の
も

の
も
あ
り
得
ま
す
が
、
こ
こ
で
は

主
と
し
て
消
化
器
疾
患
に
つ
い
て

述
べ
る
こ
と
と
し
ま
す
。
 

I
、
腹
痛
の
種
類
 

①
内
臓
痛
 
管
腔
臓
器
の
伸
展
拡

張
、
痩
撃
に
よ
る
痛
み
で
あ
り
、
 

非
限
局
性
で
対
称
性
の
痛
み
で
す
。
 ②

体
性
痛
 
腹
壁
や
腸
間
膜
に
由

来
す
る
痛
み
で
あ
り
、
限
局
性
で

刺
す
よ
う
な
鋭
い
痛
み
で
す
。
 

③
関
連
痛
 
放
散
痛
と
も
言
わ
れ
、
 

内
臓
痛
が
強
い
と
き
一
部
の
皮
膚

領
域
に
誘
発
さ
れ
る
痛
み
で
す
。
 

実
際
に
は
こ
れ
ら
三
種
の
痛
み
が

混
合
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
区

別
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 

正
、
腹
痛
の
部

位
と
主
な

疾
患
 

①
腹
部
栓
淋
痛
 
腸
閉
塞
、
陣
炎
、
 

消
化
管
穿
孔
、
腸
間
膜
血
管
閉
塞
 

症
ぬ
叱
。
 

か
いよ
う

②
心
寓
部
痛
 
胃
炎
、
胃
潰
蕩
、
 

胃
読

い
辻
一
指
腸
潰
蕩
、
勝
炎
、
 

急
性
虫
垂
炎

（
初期
）
な
ど
。
 

男
上
腹
部痛

社
塘

嚢

蕩
、
 

十
二
指
腸
穿
孔
、
胆
石
症
、
胆
嚢
 

護
裟

い
 

④
績
濁

姉
て
舞
炎
、腸
閉
塞
、
 

s
状
結
腸
捻
転
症
、
腸
炎
な
ど
。
 

⑤
左
上
腹
部
痛
 
胃
穿
孔
な
ど
。
 

⑥
右
下
腹
部
痛
 
胆
嚢
談
い
腸
閉

塞
、
虫
垂
炎
、
腸
炎
、
憩
窒
炎
な

ど
。
 

⑦
下
腹
中
央
部
痛
 
腸
閉
塞
、
腸

炎
、
憩
窒
炎
、
s
状
結
腸
捻
転
症

な
ど
。
 

⑧
左
下
腹
部
痛
 
腸
閉
塞
、
結
腸

捻
転
症
、
腸
炎
な
ど
。
 

以
上
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
。
腹

痛
が
あ
っ
た
ら
ま
ず
来
院
し
診
察

を
受
け
て
下
さ
い
。
 

皿
、

診
断

と
治
療
 

診
断
は
症
状
の
問
診
、
血
液
検

査
、
尿
、
便
検
査
、
X
線
検
査
、
 

超
音
波
検
査
、
内
視
鏡
検
査
な
ど

に
よ
り
行
わ
れ
、
各
疾
患
に
即
し

た
治
療
が
選
択
さ
れ
ま
す
。
 

当
病
院
で
は
今
後
新
し
い
電
子

内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、
 

こ
れ
ら
の
診
断
に

一
層
力
を
注
い

で
い
く
所
存
で
す
。
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《
★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中
央
公
民
（
 

（
 
館
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
す
べ
て
事
務
局
が
手
配
い
た
し
ま
す
。
 

h
 

「
 

（
云5
31
3
5
8
1
）
 
。
 

四
 
ま
た
、
お
二
人
の
お
名
前
と
結
婚
記
念
日
を
刺
し
ゆ
う
し
た
豪
華
桐
～
 

～
 
箱
入
ア
ル
バ
ム
の
記
念
品
等
々
た
く
さ
ん
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
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1996. 10. 6 
新郎 田 中 毅稔 さん（金 木） 

新婦 横山 桂子 さん（埼玉県） 
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つガる弁 ク イ 
このクイズは若い人の知らない、聞したことの無 

い津軽弁を楽しく、再発見してもらおうと問題にし 
たものです。 
Q.「け・な・か」を標準語の会話に直して下さい。 
正解者の中から抽選で 3 名様に素敵な記念品を差 

し上げます。どんどん応募して下さい。 
応募方法 

ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記 
入のうえ 
①クイズの答②今月号のよかった記事③つまらなか 
った記事④ご意見・ご感想を記入のうえ 
〒03 7-02 金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 
までご応募下さい。応募の締切は12月 5 日当日消印 
有効。当選者の発表は12月号に掲載します。 

10月号は「あなた昨日病院に来なかったでしょう」 
「はい、具合が悪くて I でした。 

当選者は次の 3 名です。 
金 木 逢 坂 奉 紀 さん 
金 木 田 中 恵 子 さん 
喜良市 大 橋 潔 枝 さん 

たくさんのご応募、貴重なご意見有難うございま
す。今回当選しなかった方もこれにめげずどしどし
ご応募下さい。 

ございま
どしどし 

  

・IHImmH川I 広報かなぎ ⑧ 
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垂言葡う、 
〇届けました 

10月 8 日 喜良市第 4 保育所内 
財布 黒色 

心当たりの方は、 
金木警察署落としもの係りまで。 

〇文通しませんか 
町民の方で文通したい方お知らせ 

下さい。 北川セツさん（68歳） 
文通をされたい方は 

役場企画室までご連絡下さい。 
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このコーナーを利用したい方は 
役場企画室まで。 
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10月末現在

男 5,943人

女 6,555人

計 12,498人

世帯数 3,925 

前年同月比

△ 44人

△ 52人

乙、 96人 
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あなたの善意 
ありがとうございました 

▼社会福祉協議会 

●山本清勝（若松町） 	 3,000円 
●金木歌謡愛好会（会長＝白川勝麿）50,000円 
・スナック 「すみ」 鈴木すみ子 30,000円 

●手づくりはうすBUP I倶楽部 
秋田 景子 	 50, 000円 

●社交ダンス研究会（会長＝今彦衛）31,100円 


